忠南大学での実習を終えて by 飯田 優理香
○きっかけ
生まれも育ちも富山，大学も６年間富山…ということで，外の世界を見てみたいという思いが以前からあ
りました。しかし，海外となるとハードルが高すぎて，正直なところかなり迷っていました。そんな時，進
路を相談しに行った緩和ケアチームの先生に（私は将来緩和医療医になることを希望しています）「日本よ
り韓国のほうが緩和は進んでいる」と教えていただき，それならば見に行きたいと思ったのがきっかけで
す。
○目的
韓国の緩和医療について学ぶ。システムや制度だけでなく，患
者さんとの接し方や一般の方々への浸透度についても知りたい。
○準備
５年生の２月頃に履歴書を準備しました。書きなれていないこ
と，また実習する科を選ばなくてはいけないことなどから，少し
時間がかかりました。
持っていた子供パスポートの期限が切れていたので（海外に行
くのは，これが３回目），６年になってからはパスポートを取得す
るところから始まりました。そもそも，４月１日に韓国へ交換留学
する４人で航空チケットをネットで申し込んだ時には，まだパス
ポートを持っていませんでした。結局，パスポートを手にしたの
は出国の５日前。４月７日の大きなイベントの実行委員だったこ
ともあり，ほとんどの準備は７日以降に行いました。また，海外
旅行用の保険にサインしたのは出国前日でした。振り返ってみれ
ば，かなりぎりぎりでした。
○実習日程
２０１２年４月２３日－５月４日
リハビリテーション医学
２０１２年５月７日－１８日
血液・腫瘍内科
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○実習内容
◇リハビリテーション医学
リハビリテーション医学は，富山大学で学ぶことができないた
め，何もかも新しいことばかりでした。一口にリハビリテーショ
ンといっても，小児リハビリ・脳卒中後のリハビリ・リンパ浮腫
へのアプローチなどたくさんの分野がありました。小児リハビリ
については，小学校での検診や，脳性麻痺の子供たちのための施
設を見学することができました。
４年生が１週間で実習する診療科だったので，２つの班と実習す
ることができました。また，先生方が積極的に外部の施設での見
学や festival に参加させてくださったので，２週間（＝１ローテー
ト×２回）の実習内容がかぶることほとんどありませんでした。
Ｑ．韓国でのリハビリテーション医学の立ち位置は？
Ａ．整形外科から独立したばかり。ここ１５年程でリハビリテーションのみを専門とすることができるように
なった。脳卒中，腫瘍，小児，外傷など対象が幅広い。ほとんどの大学病院に「リハビリテーション医
学」という診療科がある。
◇血液・腫瘍内科
初日から回診でたくさん質問され，答えられず，突然受け
ることになった筆記試験もさっぱり分からない…自分の医学
知識のなさを恥じるところから実習が始まりました。最初が
どん底だった分，「分からなかったら質問しよう」「次のテス
トは少しでもできるように」とむしろ積極的に勉強すること
ができました。２週間一緒に回った班の子たちは，試験のヤ
マを英語に訳してくれ，質問すると丁寧に教えてくれまし
た。日本に帰ってきてからも，彼らのことを思い出すたび，
勉強しなくてはと思います。
先生が日本語を話せる患者さんを探してくださり，病歴も
とらせていただきました。うまく伝わらないところは班の子
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に間に入ってもらい，英語⇔韓国語というように訳してもらいました。カルテ記載はもちろん全て韓国語
で，それも訳してもらわねばならず，班の子たちにとっては相当重荷だったと思いますが，一緒にプレゼン
作ろう，一緒に勉強しようと誘ってもらい，なんとか実習を終えることができました。
また緩和医療医を目指す私にとって，ホスピスを見学できたことは本当に良い経験となりました。BGM
が流れ，屋内ガーデニングが施され，アロマが焚かれているホスピスは，病院の一角にありながら，より日
常に近い空間のように思われました。
○費用
航空チケット＋韓国での交通費・食費など＝１０万円程度。
宿泊は病院の寮で，宿泊費はかかりませんでした。また，学費もありませんでした。
○感想
今回，韓国で４週間実習を行えたことは本当に貴重な体験
となりました。
リハビリテーション医学では，医学・教育・行政が協力し
ながら子供を育てていくという姿勢に驚き，そして素晴らし
い取り組みだと思いました。また，１日に１５０人もの患者さ
んを診る日もありながら，少しでも多くの患者さんを助けた
いと語る先生の姿は，医師として，そして女性として尊敬に
値すると感じました。そして「働く機会がほしいとわめく前に，働いてほしいと思われるくらいの技術を身
につけなさい」という先生の言葉は，一生忘れることがで
きないと思います。
血液腫瘍内科では，韓国の学生と同じように試験を受
け，プレゼンテーションを行いました。学生から“king of
blood”と呼ばれる先生は，そのあだ名の通り誇り高く，
厳しさの中に優しさを兼ねそろえた方でした。
鋭い切り口で語られるレクチャーは示唆に富んでおり，
もっと貪欲に医学を学びたいと思うようになりました。
これから卒業試験，国家試験を受け，そして医師として
働いていく際，私のことを支え，後押ししてくれるだろう
経験をすることができました。韓国で出会った先生方や学
生さんたちと次に会うとき恥ずかしくないように，研鑽を
積んでいきたいと思います。
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